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資料 :プローブデータ（R５年度全日昼間12時間平均）

周辺道路の整備状況
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109109 9292929292

約 17 分7分短縮

那覇空港から美ら海水族館までの所要時間変化那覇空港から美ら海水族館までの所要時間変那覇空港から美ら海水族館までの所要時間変

0

50

100

現況 整備あり



資料 :プローブデータ（R５年度全日昼間12時間平均）

周辺道路の整備状況
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資料　R22将来交通量推計結果
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混雑度

　那覇北道路の整備により、
那覇市内に環状道路の一部
が形成されることで、那覇
市街地を通過する必要性の
低い交通が減少するため、
平行する国道 58 号や臨港
道路港湾 1号線の交通渋滞
の緩和が期待されます。

資料　現　    況：R3全国道 街路交通情勢調査
　　　整備あり：R22将来交通量推計結果
　　　※通過交通は、プローブデータ、R22将来
　　　　交通量推計結果
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臨港道路港湾1号線の交通量と混雑度国道58号の通過交通と混雑度
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現　況 整備あり 現　況 整備あり
混雑度
交通量

　今後の沿線地域については、
観光拠点の開発による観光客
の増加が想定されており、国
道 58 号の交通渋滞緩和や那
覇港・那覇空港へのアクセス
性向上により観光産業の活性
化が期待されます。

　　資料　現　    況：R3全国道路・街路交通情勢調査
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整備あり：R22将来交通量推計結果

混雑度が改善
車線数増加により 交通転換により

混雑度は緩和

浦添北道路と国道 58号の交通量の変化
【浦添北道路】 【国道 58号】700
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宜野湾市宇地泊
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整備前 整備後
混雑度
交通量

　宜野湾道路への交通転換による渋
滞緩和、所要時間の短縮等により、
空港・港と物流施設及び観光施設間
のアクセス性が向上し、物流の効率
化・観光産業の活性化が期待されま
す。

国道 58号宜野湾バイパスと国道 58号の交通量の変化
【宜野湾バイパス】 【国道 58号】
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　　資料　整備前：R3全国道路・街路交通情勢調査
整備後：将来交通量推計結果より算出    
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整備前 整備後
混雑度
交通量

　宜野湾道路への交通転換による渋
滞緩和、所要時間の短縮等により、
空港・港と物流施設及び観光施設間
のアクセス性が向上し、物流の効率
化・観光産業の活性化が期待されま
す。

国道 58号宜野湾バイパスと国道 58号の交通量の変化
【宜野湾バイパス】 【国道 58号】
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　　資料　整備前：R3全国道路・街路交通情勢調査
整備後：将来交通量推計結果より算出    
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町道水釡大木線の交通量の変化国道 58号の交通量の変化 所要時間の変化
（那覇空港～残波岬）

（台 /日）
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6,4006,4006,4006,4006,4006,4006,4006,4006,4006,4006,4006,4006,400

　並行路線である国道 58 号 や
町道水釡大木線に集中する交通
が分散することで、渋滞の緩和
が期待されます。また、那覇空
港～残波岬間の所要時間が短縮
することで、観光地までのアク
セス性が向上し、地域活性化が
期待されます。
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資料　R22 将来交通量推計結果の加重平均値を使用 資料　R22 将来交通量推計結果値を使用 資料　H27 全国道路・街路交通情勢調査結果 ( 平日混雑
　　　時旅行速度 ( 上下平均 ) より算出 )
※読谷道路・嘉手納ＢＰは設計速度 60km/h を適用
※市道は沖縄県一般道路設計 25.9km/h を適用
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沖縄県最大の幹線道路である国道58号の渋滞緩和

資料　現　    況：R3全国道路・街路交通情勢調査

所要時間短縮の一例北谷地区の将来の交通量
那覇空港～アメリカンビレッジ

資料　H27全国道路・街路交通情勢調査
　　　※昼間12H平均旅行速度より算出
　　　北谷拡幅区間は設計速度（60ｋｍ/ｈ）を使用

　北谷拡幅の整備を実現すること
で国道 58 号の渋滞緩和、走行性
向上及び移動時間の短縮等が見込
まれます。
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　浦添拡幅の整備により、浦添市、那覇市及び
宜野湾市などの都市間連携が強化され、経済
活動の支援が期待されます。

浦添市周辺の経済活性化と国道58号
の渋滞緩和
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約1約11分短縮1分1分
西原バイパスの整備により、

国道329号の交通渋滞の緩和、
県内最大規模の小那覇工業団
地が立地する西原町から那覇市
までの速達性の向上が見込まれ
ます。

那覇市内（県庁）～小那覇工業団地
所用時間の変化

整備なし 整備あり
出典　整備なし：プローブデータ（令和４年度）の混雑時旅行速度より算出（上下平均）
　　　整備あり：道路条件の類似する区間のプローブデータ（令和４年度）の混雑時
　　　　　　　　旅行速度を使用
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①①

性
国道 329 号の交通量変化②
【与那原バイパス平行区間】
（与那原町与那原地内）

国道 329 号の交通量変化①
【南風原バイパス平行区間】
（南風原町与那覇地内）

与那原バイパス
国道 329 号

南風原バイパス
国道 329 号

現　　況：交通量調査結果（令和 3年 10 月 20 日（水））
　　　　　（南風原町与那覇～与那原町与那原暫定開通前）
整備あり：H22 将来交通量推計成果（全線整備時）
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現　　況：交通量調査結果（令和 3年 10 月 20 日（水））
　　　　　（南風原町与那覇～与那原町与那原暫定開通前）
整備あり：H22 将来交通量推計成果（全線整備時）
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至　沖縄市

至　与那原町
地理院地図を加工して作成




